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学位論文審査結果報告書 
平成 29年 11月 20日 
 
大学院医学研究科長様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
「審査結果要旨」 
氏名：樫村 誠 
 
学位論文題名：福島県における複数回献血者の特徴 
－献血者データベースの分析－ 
 
 複数回献血クラブ会員を確保することは、医療現場へ血液製剤を安定的に供
給するために重要である。申請者は、2014年から 2015年までの 1年間に福島
県内で献血を行ったドナーデータを後方視的に解析し、クラブ会員の特徴を明
らかにし、会員数を増やすための対策を考えた。 
 具体的には、献血者データベースから初回献血者と再来献血者をそれぞれ約 2
千人ランダムに抽出し、クラブ会員献血者約 2千人との間で、基本属性（年齢、
性別、血液型、職業、地域）、献血関連（副作用、応諾意思、献血施設）、身体・
生活習慣（BMI、収縮期血圧、睡眠時間）の 11項目について比較検討を行った。 
 その結果、社会人と比較して、学生や女性は複数回献血者になりにくいこと、
社会人の中でも公務員よりも会社員は複数回献血者になりにくいことが明らか
となった。浜通りや会津地区では中通りよりも複数回献血者の割合が少なかっ
たが、これらの地区の固定献血施設の開設日数が少ないことが関連していると
考えられた。献血関連では、クラブ会員は移動献血施設よりも固定献血施設を好
んで献血を行うこと、初回献血者で迷走神経反射の副作用の頻度が高いことな
どが明らかとなった。身体・生活習慣では、収縮期血圧 140 以上や睡眠時間 6
時間未満などの不健康状態も複数回献血者となりにくい因子として抽出された。
また、複数回献血クラブ会員は既献血回数、中でも成分献血が多いことなどが確
認された。 
 今回の解析結果から、今後ドナーの献血回数を増やすために取りうる対策が
みえてきた。例えば、若者や女性をターゲットとした献血啓発運動や、移動献血
施設の環境整備による再来献血者の獲得などが考えられる。 
 本研究で得られたデータは、ドナー献血回数を増やす対策を講ずるうえで、極
めて貴重な資料と考えられる。本研究内容は既に英文科学雑誌にも受理されて
3 
おり学位授与に値する。 
 
 
 
論文審査委員 主査 池添隆之 
       副査 大平哲也  
       副査 志村浩己 
 
 
